
熱帯医学研修プログラムにおける研修医の指導
16２ ８

～16２ 14
フィリピン大石 和徳助教授熱研

環境 教 授 生野 正剛 韓国
16２ 20

～16２ 25
韓国における廃棄物処理及びリサイクルの実態調査

熱研 教 授 高木 正洋 インドネシア
16２ ７

～16２ 15

東南アジアにおける蚊媒介性感染症の流行を左右する環境の

定量的評価

ＷＨＯからの依頼による鳥インフルエンザ（H5NI）の調査派

遣

16２ ９

～16２ 29
フィリピン長谷部 太講 師熱研

研究動向調査と共同研究打合せ
16２ 10

～16２ 14
オーストラリア平山 壽哉教 授熱研

熱研 助教授 鳥山 寛 タイ
16２ ３

～16２ 17
腫瘍ウイルス関連疾患の疫学及び病理学的研究

熱研 講 師 川田 インドネシア
16２ １

～16２ 7

東南アジアにおける蚊媒介性感染症の流行を左右する環境の

定量的評価

韓国海洋研究院及び全北大学校においてムツゴロウ・トビハ

ゼ調査に関する共同研究の打合せ

16２ 11

～16２ 14
韓国石松 惇教 授水産

熱研 教 授 青木 克己 フィリピン
16２ 16

～16２ 18

セントルークス医療センターとの学術交流協定及びCOE覚

書調印式出席

セントルークス医療センターとのデング熱研究に関する打合

せ並びに学術交流協定及びCOE覚書調印式出席

16２ 16

～16２ 18
フィリピン森田 公一教 授熱研

第３回日韓ヘリコバクター合同会議招待講演
16２ 20

～16２ 22
韓国平山 壽哉教 授熱研

途上国の有機性廃棄物循環システムの構築に関する現地調査

及びワークショップの開催

16２ 16

～16２ 22
インドネシア早瀬 隆司教 授環境

熱研 助 手 中澤 秀介 ベトナム
16２ 23

～16３ 29

ベトナムの熱帯性感染症の新興・再興の要因とそれに基づく

防除対策

熱帯病媒介昆虫の防除に関する研究打合せ及び第７０回

AMCA年次学会参加

16２ 22

～16２ 29
アメリカ川田講 師熱研

教育 教 授 橋本 健夫 韓国
16２ ７

～16２ 11
平成16年度からの学生交流のための打合せ

平成16年度からの学生交流のための打合せ
16２ ７

～16２ 11
韓国舟越 耿一教 授教育

部局 職 名 氏 名 渡 航 先 国 期 間 渡 航 目 的

学 長 齋藤 寛 フィリピン
16２ 16

～16２ 18

セントルークス医療センターとの学術交流協定及びCOE覚

書調印式出席

◉外国出張

平成16年度からの学生交流のための打合せ
16２ 9

～16２ 11
韓国全 徳教 授教育

工学 助教授 中村 聖三 ポルトガル
16２ 20

～16２ 24
IIW（International Institute of Welding） 委員会（溶接

継手の疲労を扱う委員会）の中間会議に参加

環境 助教授 宮西 隆幸 アメリカ
16２ 13

～16２ 22
米国生物物理学会出席・発表及び癌研究に関する研究打合せ

経済 教 授 川村 雄介 アメリカ
16２ １

～16２ 7
“THE WORLD MONEY SHOW”において日本代表としてのプレ

ゼンテーション及び知的財産証券化に関する調査・資料収集

経済 教 授 松永 明 ラオス
16２ １

～16２ 28

ラオス・国立大学経済経営学部支援及びラオス日本人材開発

センタープロジェクト短期派遣専門家（中小企業金融特論）

派遣

ｅ プロジェクトによる遠隔交流授業の実践と国際性育成に

関する調査の実施

16２ 16

～16２ 20
韓国森田 裕介講 師教育

第654号長 崎 大 学 学 報平成16年３月１日
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医歯病 助 手 吉嶺 裕之 フィリピン
16２ ８

～16２ 14
熱帯医学研修プログラムへの参加

ヘルペス群ウイルス感染症の診断ならびに治療法についての

国際会議に出席

16２ 26

～16３ ２
オランダ岩崎 琢也教 授熱研

HIV感染者に対する肺炎球菌ワクチン併用接種の有用性の

検討に関する打合せ

16２ 24

～16３ ６
ウガンダ吉嶺 裕之助 手医歯病

国際シンポジウム 7th International Symposium on Predictive
 

Oncology and Intervention Strategiesに出席及び発表

16２ ６

～16２ 12
フランス松尾 祐三医 員医歯病

国際シンポジウム 7th International Symposium on Predictive
 

Oncology and Intervention Strategiesに出席及び発表

16２ ６

～16２ 12
フランス酒井 英樹講 師医歯病

熱研 講 師 藤巻 康教 ベトナム
16２ 29

～16３ 13

日本学術振興会拠点大学方式による学術交流事業における共

同研究課題「土壌媒介寄生虫プロジェクト」遂行

小児髄膜炎に対するワクチンによる予防戦略に関する共同研

究の打合せ

16２ 26

～16３ １
バングラディシュ溝田 勉教 授熱研

渡 航 目 的期 間渡 航 先 国氏 名職 名部局

熱研 教 授 門司 和彦
インドネシア，バング

ラディシュ，ラオス

16２ 28

～16３ 13

ロンボク島でのマラリア対策参加及び東南アジアにおけるウ

イルス性脳脊髄炎のウイルス病理学的解析に関する研究打合

せ及び水利用に関わるヒト空間行動の把握と技術に関する研

究打合せ

インドネシア，ロンボク及びスンバワ島のマラリアコント

ロール研究・現地指導及び会議・コントロール進行状況調査

16２ 28

～16３ 15
インドネシア神原 廣二教 授熱研

医歯病 助 手 小出 優史 アメリカ，ブラジル
16２ 13

～16２ 22

ＭＤアンダーソン癌センターにて研究打合せ・第20回国際高

血圧学会出席

医歯病 看護部長 下田 澄江 韓国
16２ 24

～16２ 26
平成15年度韓国への専門職員の派遣

チェルノブイリ周辺甲状腺がんの分子疫学調査」に係る打

合せ

16２ 5

～16２ 12

ベラルーシ，ウクラ

イナ
柴田 義貞教 授医歯薬

マレーシア協会20周年記念親善ミッション2004参加
16２ 8

～16２ 12
マレーシア松村 功啓教 授医歯薬

共同研究（エイズ対策研究事業：日和見感染症の治療に関す

る研究）

16２ 24

～16２ 27
中国宮崎 義継講 師医歯病

医歯薬 教 授 山口 朗 アメリカ
16２ 16

～16２ 23
米国における歯学研究の実情調査

ネパールにおける冬季ロタウイルス流行状況調査及びサンプ

ル収集

16２ 14

～16２ 21
ネパール横尾美智代助 手医歯薬

医歯薬 助教授 瀬戸 信二 アメリカ，ブラジル
16２ 13

～16２ 22

ＭＤアンダーソン癌センターにて研究打合せ・第20回国際高

血圧学会出席

医歯薬 教 授 相川 忠臣 オランダ，ドイツ
16２ 27

～16３ ８
オランダ，ドイツの医療倫理実状調査

韓国における人的資源開発基本計画と地方国立大学改革との

関連政策調査

16２ 25

～16３ ２
韓国井手 弘人講 師大教セ

平成16年度からの学生交流のための打合せ
16２ ７

～16２ 11
韓国劉 卿美講 師大教セ

医歯薬 講 師 松本 逸郎 アメリカ
16２ 26

～16３ ６
KEYSTONE SYMPOSIA出席及び講演

シンポジウム出席及び発表・COE事業に関する研究打合せ
16２ 22

～16３ ７

イギリス，オランダ，

ドイツ
朝長万左男教 授医歯薬

医歯薬 助 手 大野 秀明 中国
16２ 24

～16２ 27

共同研究（エイズ対策研究事業：日和見感染症の治療に関す

る研究）

BHNテレコム支援協議会ウクライナ調査団参加
16２ 22

～16２ 28
ウクライナ山下 俊一教 授医歯薬

小児髄膜炎に対するワクチンによる予防戦略に関する共同研

究の打合せ

16２ 26

～16３ １
バングラディシュ永武 毅教 授熱研

第654号 長 崎 大 学 学 報 平成16年３月１日
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部局 職 名 氏 名 渡 航 先 国 期 間 渡 航 目 的

◉海外研修

中国学研究に関する学術活動
16２ 12

～16６ 30
台湾連 清吉助教授環境

アドミッ
ション
センター

教 授 大作 勝 タイ
16２ 8

～16２ 23

タイ国におけるパプアニューギニア遠隔教育関係者の第３国

研修実施に際した技術指導

研究打合せ及び指導
16２ ８

～16３ 14
ラオス金田 英子助 手熱研

環境 助教授 長江 真樹 イギリス
16２ 26

～16３ ４
内分泌攪乱化学物質問題に関する日英共同研究の実施

（総務部国際交流課）

アドセ 講 師 佐藤 博志 オーストラリア
16２ 14

～16２ 23
大学入試に関する実地研究

学務部
留学生

課 長
高宮 良一 マレーシア

16２ 8

～16２ 12
マレーシア協会20周年記念親善ミッション2004参加

部局 職 名 氏 名 渡 航 先 国 期 間 渡 航 目 的

（総務部国際交流課）

第654号長 崎 大 学 学 報平成16年３月１日
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